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H67a 水素輝線を示す Ia型超新星 SN2002icの星周物質相互作用モデル
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超新星 SN2002icは Siや Feなど典型的な Ia型超新星 (SNIa)の性質を持ちながら、今まで SNIaにはないとさ
れてきた強い水素輝線を示すことがHamuy et al.によって報告された。この水素輝線は～1800km/sの broadな
成分と<300km/sの narrowな成分の二成分からなり、IIn型の超新星と類似している。また、後期光度曲線の減
光も遅く 8ヵ月後のすばるによる観測 (Kawabata et al.)でも IIn型との類似が確認された。

SNIaはC+O白色矮星の爆発だと考えられているため、水素の起源が問題となる。我々はこの現象を説明する
ために超新星の ejectaと星周物質 (CSM)との相互作用を Hydrodynamicalコードで計算し、水素の輝線と光度
曲線の説明を試みた。

水素輝線が観測されたという事実は、Ia型超新星の progenitor model、即ち白色矮星風の理論や連星系におけ
る相手の星のモデルにも大きな制約を与える。我々はこのモデルで観測を再現するためにはどれだけの星周物質
が必要かを見積もり、その結果を元に SN2002icの親天体について議論する。


